
様式第二号の人 (第人条の四の五関係 )
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提出者   本田建設株式会社

住 所  長崎県島原市有明町大三東成705

氏 名  代表取締役 本田 悦弘

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号   0957-680171

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他そ
の処理に関する計画を作成したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

長崎県知事 大石 賢吾 殿

令和6年  5月  31日

事 業 場 の 名 称 本田建設株式会社

長崎県島原市有明町大三東戊705事 業場 の所在 地

令和6年4月 1日 ～令和7年3月 31日計 画 期 間

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

各作業所 中間処理業者

最終処分業者

収集運搬業者

再資源化

06:総合工事業

前年度 元請完成工事高 :52,385万円② 事 業 の 規 模

27人

→

↓

③ 従 業 員 数

① 事 業 の 種

④ 産 業 廃 棄 物 の
一連 の処理 の工程

一〔i■〕t

白
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産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(こ れまでに実施 した取組 )

1-可能な限り、混合廃棄物を出さないよう分別を徹底
価材 としてづF出可能な金属くず、ダンボール等は、有価材 とし

ての排出指導
3-協力業者への必要最小限の相包搬入の周知・徹底

(今後実施する予定の取組 )

1-現場での分別品目を増や し、リサイクルを推進 し、廃棄物
の発生量を削減する。

2-使用材料の定尺寸法での搬入を可能な限 り削減 し、
使用材料の歩留ロスを減少させるよう推進する。

②計画

①現状

排   出   量

排   出   量

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【目標】

産業廃棄物の種類

【前年度 (令和 5年度)実績】

産 業廃 乗 物 の種 類

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

。特定建設資材の4品 目・金属くず・紙くず・石膏ボー ド
種類を明記した保管場所を種類毎に設け、紙くず・石膏
ボー ドに関しては、雨天時、濡れないよう、シー ト養生

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

・廃プラ
取組に関しては、上記同様

②計画

①現状

産業廃棄物の分別に関する事項



②計画

t t

t

①現状

【前年度 (令和 5年度)実績】

(こ れまで に実施 した取組 )

産 業 廃 棄 物 の種 類

自 ら再 生利 用 を行 つた

【目標】

(今後実施する予定の取組 )

産 業 廃 棄 物 の種 類

自

業 廃 棄

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

産 業 廃 棄 物 の

用 を行 う
物 の 量

②計画

た
t t

t t①現状

t

t t

ら熱 回 収 を つ

産 業 廃 棄 物 の種 類

【目標】

(今後実施する予定の

(こ れまでに実施 した取組 )

産 業 廃 棄 物 の種 類

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 5年度)実績】

自ら中間処理 により滅量 し

自ら中間処理により減量す る

業 廃 棄 物 の

業 廃 葉 物 の

業 廃 棄 物 の
回 収 を 行 う

業 廃 棄 物 の
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＼
＼自ら行 う産業廃乗物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

t

t

画

産業廃棄物の種類

【目標】

産 業 廃 棄 物 の 種 類

(これまでに実施 した取組 )

【前年度 (令和 5年度)実績】

(今後実施する予定の取組)

又

海 洋 投 入 処 分 を行 う
の

ら 埋 立 処 分 又 は

海洋投入処分 を行 つた

産 業か廃 棄 物 の

(こ れまでに実施した取組)

1-特定建設資材の4品 目及び、金属くず、紙くずの
ヴサイクル化の徹底

2-委託業者との委託契約及び、マニュフェスト管理の徹底

全 処 理 委 託 量

】

t t

良 t
理

t

①現状 t t

tt

処

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和 5年度)

産業廃棄物 の種類

再生利

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量

処 理 委 託

定熱回収業者以外の

回収を行 う業者への
理  委  託

別 紙 参 照
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【目標】

産 業 廃 棄 物 の種 類

t t

t

t

t t

全 処 理 委 託 量

t t

②計画
(今後実施す る予定の取組 )

ユ
塗室多ヒ1薫

釜尾泰葬烏釜畠錯含畠衷許麿負婁ぞ近篭室學災
3ぱ
曇肇語撞蓉撃g警裂香議恣景居唇戸

処理業者認
「

制度

※事務処理欄
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１

　

２

　

３

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

当該年度の6月 30日 までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の本閲は、以下に従って記入するこ

と。

Q蟹
翌聖彗浩 驀瀧轟違轟象悟   

額 帥 年庁兵銅 、建設業の場合におけ祈 請

とおける病床数 (前年度末時点)等の業種に応 じ

事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま

での一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

「自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに

問処理を行 うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、

処理を行うことによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入する

4 中

間

ら

中

。

自

ら

と

ヽ
白
田
テ
」

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

誓誰藍具喜X唇議黎盈鐘曇垂雪屈贔祭電泰邑績籍象襲書署a界尻象占履客詳壱宅孫雪猛亀望馨史

の焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

お り」と記入 し、当該欄に記入すべき内容を記入 した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入 し、当該欄に記入

すべき内容を記入 した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないとき

は、 「―」を記入すること。

7 ※欄は記入 しないこと。



別紙 :産業廃棄物処理計画書 集計表

現 状 :前年度(令和5年度)実績量

計 画 :今年度(令和6年度)計画量 【目標】 単位 :ト ン

処 理 の 委 託

全処理委託量

計 画

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

現 状

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

計 画

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

現 状

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

計 画

759 00

1346 00

49 00

5 00

2159 00

現 状

842 80

1496 10

54 70

5 50

2399 10

計 画

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

現 状

0 00

0 00

0 00

0 00

0 00

計 画

759 00

1346 00

49 00

5 00

2159 00

現 状

842 80

1496 10

54 70

5 50

2399 10

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を
行つた (行 う)量

計 画

0 00

現 状

0 00

自ら行 う中間処理

自ら中間処理により

減妖した (す る)11k

計 画

0 00

昴 状

0 00

自ら熱回収を
行った (行 う)量

計 画

0 00

現 状

0 00

自ら再生利用を
行つた (行 う)量

計 画

0 00

現 状

0 00

排 出 抑 制

排 出 量

計 画

759 00

1346 00

49 00

5 00

2159 00

現 状

842 80

1496 10

54 70

5 50

2399 10

産業廃葉物の種類

コンクリー ト塊

″スファルト ・コンクリートリ冦

建設発生木布オ

建設 汚 泥

等殷 混 合廃 乗 物 く管理裂 )

スチック

繊維 くず

ド

合  計



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和６年６月２６日  

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 福岡県福岡市博多区博多駅東2丁目14番1号 

氏 名 前田建設工業株式会社九州支店      

執行役員支店長 花岡信一 

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号  ０９２－４５１－１５４１ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  前田建設工業株式会社九州支店 松浦２号トンネル作業所 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県松浦市御厨町田代免601番地(長崎市、佐世保市を除く) 

計 画 期 間  令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 建設業－総合工事業 

② 事 業 の 規 模 完成工事高【九州支店】 ３２，６０９百万円／令和５年度 

③ 従 業 員 数 【九州支店】 ２２２名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
 

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

別添 廃棄物処理に係る管理体制図のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】       

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

排 出 量 別紙のとおり ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

・資材の搬入数量を適正管理し、不要材の発生を抑制 

 

 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

排 出 量 別紙のとおり ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

・資材の搬入数量を適正管理し、不要材の発生を抑制 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・特定建設資材廃棄物以外の廃プラスチックや紙くずなど極力 

細分化して分別 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・現状の維持 

 

（第３面） 



 

 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
別紙のとおり ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

・特になし 

 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
別紙のとおり ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

・特になし 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
別紙のとおり ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
別紙のとおり ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

・特になし 

 

 

② 計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
別紙のとおり ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
別紙のとおり ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

・特になし 

 

 

（第４面） 



 

 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

別紙のとおり ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

・特になし 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

別紙のとおり ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

・特になし 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

全 処 理 委 託 量 別紙のとおり ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙のとおり ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

・再生利用業者へ処理を委託 

 

 

 

 

（第５面） 



 

 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

全 処 理 委 託 量 別紙のとおり ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙のとおり ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

・基本的に再生利用業者へ処理を委託 

 

 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



　廃棄物処理に係る管理体制

　　１　全社の管理体制

ＣＳＲ戦略会議 委員長：社長

委員：本部長会議出席者

安全環境担当役員

土木部長

建築部長 安全環境部長 管理部長

事業系一般廃棄物管理

＜本店＞

支店長

支店の統括責任

土木部長

建築部長

廃棄物管理統括責任者

安全環境部長

↓指揮

環境統括マネージャー

事業系一般廃棄物管理

管理部長

＜土木／建築作業所＞

廃棄物管理責任者

※ 処理施設を設置した場合

：技術管理者を配置する

特別管理産業廃棄物を生ずる場合

：特別管理産業廃棄物管理責任者を配置する

：主ライン

：連絡・協議

凡例

社 長

作業所長

環境担当者

＜支店＞



２　作業所の責任・権限

４R活動推進責任者

　作業所については，下記の組織表を作成し，責任・権限を明確にして環境保全活動の実施及び

　管理を行っていく。

支店長

廃棄物等

管理統括責任者

環境統括マネージャー

廃棄物等管理責任者

土木部・建築部作業所長

環境担当者

（監理技術者）

公害防止責任者 管理票交付担当者 廃棄物保管責任者

副：

副：

副：

協力会社職長会（協力会社環境保全担当者）

事務・記録担当者

※協力会社名と職長名を随時記入していく

電子マニフェストパス

ワード管理責任者



(別紙）

単位：ｔ

がれき類
陶磁器ガ
ラスくず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯ
ｸ

混合廃棄
物

建設汚泥 紙くず 木くず 合計

廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状（５年度実績） 1072.0 4.0 64.9 10.3 436.7 5.9 91.0 1,684.8

②計画（６年度目標） 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状（５年度実績） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

②計画（６年度目標） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状（５年度実績） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

②計画（６年度目標） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投棄処分に関する事項

①現状（５年度実績） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

②計画（６年度目標） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状（５年度実績） 1072.0 4.0 64.9 10.3 436.7 5.9 91.0 1,684.8

内訳 優良認定処理業者へ処理を委託した量 0.0 4.0 64.9 10.3 0.0 5.9 72.9 158.0

再生利用業者へ処理を委託した量 1072.0 0.8 45.4 4.1 436.7 5.9 91.0 1,655.9

認定熱回収業者へ処理を委託した量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

認定以外の熱回収業者へ処理を委託した量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

②計画（６年度目標） 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0

内訳 優良認定処理業者へ処理を委託する量 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0

再生利用業者へ処理を委託する量 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 4.0

認定熱回収業者へ処理を委託する量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

認定以外の熱回収業者へ処理を委託する量 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

自ら再生利用を行う量

産業廃棄物処理計画書　集計表

産業廃棄物の種類

排出量

排出量

自ら再生利用を行った量

全処理委託量

全処理委託量

自ら熱回収を行った量

自ら中間処理により減量した量

自ら熱回収を行う量

自ら中間処理により減量する量

自ら埋立処分を行った量

自ら埋立処分を行う量



様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

提出者

住 所 平戸市生月町壱部浦 67番地 1

氏 名 増山建設株式会社

代表取締役 増山 富博

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

目巨高舌番手謗  0950-53-0522

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

2024年 5月 29日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

増山建設株式会社事 業 場 の 名 称

平戸市生月町壱部浦 67番地 1事 業 場 の 所 在 地

2024年 4月 1日 ～2025年 3月 31日計 画 期 間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

・・・ 。・・ 委託 (中 間・破砕 )

・・委託・チップ 。燃料・再生紙くず。廃プラ。

最終埋め立て

工

1,344,502,000 円

③ 従 業 員

委託 。原料

① 事 業 の 種 類 D-06総合工事業

② 事 業 の 規 模 前年度の元請完成工事高

数 56人

コン・アスガラ・がれき 委託・再生骨材
④産業廃棄物の一連

の処理の工程

■

環

偽,6(一

甘(日 本産業規格

警



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理イ本制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 5年度)実績】

産業廃棄物の種類 コンクリー ト殻 アスファル ト殻

排  出  量 1303.186t 103.6328t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

。コンクリート殻の発生抑制のため
型枠工事の施工精度を上げはつり作業を減少させた。

・紙くず 。廃プラスチックの発生抑制のため

梱包を少なくする、梱包をなくす

【目標】

産業廃棄物の種類 コンクリー ト殻 アスファル ト殻

排  出  量 1,000t 100t

②計画
(今後実施する予定の取組)

上記に加え下記の取り組みを予定
。コンクリー ト殻の発生抑制のため
コンクリー ト打設時の残コンを減少させる。

・紙くず 。廃プラスチックの発生抑制のため

工作物養生は最小限に行い、次の現場でも転用する。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

・各現場で産業廃棄物の種類を表記した

専用ボックスを設置しそれぞれに分別、保管している。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

。特に無し
②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 5年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産業廃棄物の量
t t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物 の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和 4年 実績】

産業廃棄物の種

自ら熱回収を行 た
t t

産業廃棄 量

① 現状
自ら中間処理に 減量した

t t

産業廃 物 の量

(こ でに実施した取組)

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により械量する
t t

業廃棄物 の量②計

(今後実施する予定の取組)



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和 5年度)実績】

産業廃棄物の種類

① 現状

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

t

(こ れまでに実施した取組)

【目標】

の種類

ら埋立処分又は

②計画
海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t t

(今後実施する予定の取組)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類 コンクリー ト殻 アスファル ト殻

全 処 理 委 託 量 1303.186t 103.6328 t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
1303.186t 103.6328t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
t t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

t t

(こ れまでに実施した取組)

。コンクリー ト殻・アスファル ト殻 。木くず 。紙くず 。金属くずは

再生ができる業者に委託している。



(第 5面)

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 コンクリー ト殻 アスファルト殻

全 処 理 委 託 量 1,000 t 100t

t t

1,000 t 100t

t t

t t

(今後実施する予定の取組)

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が 1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の 6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

C)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

偲)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」のオ開には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和６年 ６月１８日  

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎市興善町４-８第10森谷ビル3階 

氏 名 松尾建設株式会社 長崎支店    

                        支店長 牛島 直樹 

電話番号  095-826-7191               

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  松尾建設株式会社 長崎支店 

事 業 場 の 所 在 地  長崎市興善町４-８第10森谷ビル3階 

計 画 期 間  令和６年４月１日 ～ 令和７年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 総合工事業 

② 事 業 の 規 模 完成工事高 ３５７,４０５万円（長崎支店 前年度実績） 

③ 従 業 員 数 ２５人（令和６年４月現在） 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
別紙-1のとおり 

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

別紙-2のとおり 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 別紙のとおり      

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・資材等の梱包の簡素化による発生抑制 

・プレキャスト化等発生抑制に配慮した工法の採用 

 

 

 

② 計画 

【目標】 別紙のとおり  

産業廃棄物の種類   

排 出 量 ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・再利用可能な仮設材の利用促進 

・現場加工の削減 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・特定建設資材廃棄物の分別 

・有価物及び再生率の高い廃棄物の分別 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・より細かい廃棄物の分別を行い混合廃棄物の削減を行う 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

特になし 

 

② 計画 

【目標】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

特になし 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

特になし 

 

 

②計画 

【目標】 別紙のとおり  

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

特になし 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

特になし 

 

② 計画 

【目標】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

特になし 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

・優良認定業者への処理委託 

・電子マニフェスト制度による廃棄物管理 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ② 計画 

【目標】 別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

・電子マニフェスト制度の利用拡大 

・優良認定業者の利用拡大 

・再資源化業者の利用拡大によるリサイクル率の向上 

  

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第二号の八(第八条の四の五関係別紙)

1,088.8 t 399.2 t 6.4 t 0.0 t 18.6 t 1.1 t 1.6 t 895.4 t 0.3 t 118.6 t 16.5 t 77.2 t t t t t 2,623.6 t

871.0 t 320.0 t 5.0 t 15.0 t 15.0 t 1.0 t 1.2 t 720.0 t 0.2 t 95.0 t 13.0 t 62.0 t t t t t 2,118.4 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t t t t t 0.0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t t t t t 0.0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t t t t t 0.0 t

0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t 0 t t t t t 0.0 t

【目標】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

その他がれき類

その他がれき類

t

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

①現状

自ら中間処理により減量した

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

②計画

0 t
自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量

tt

【前年度（令和5年度）実績】

木くず
がれき類

(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）
金属くず 紙くず 廃石こうボード

管理型
混合廃棄物

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

合　計

合　計

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

（第３面）

その他がれき類
がれき類

(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

②計画

管理型
混合廃棄物

管理型
混合廃棄物

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

紙くず

紙くず

①現状

産業廃棄物の種類

排出量

【目標】

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

（第２面）

【前年度（令和5年度）実績】

産業廃棄物の種類

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

排出量

木くず

金属くず

金属くず

廃石こうボード

廃石こうボード

木くず

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

その他がれき類

0 t

その他がれき類

0 t

その他がれき類

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

【前年度（令和5年度）実績】

①現状

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

【目標】

②計画

産業廃棄物の量
0 0

産業廃棄物の種類

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

0

廃プラスチック類

0 t 0

t

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

0 t 0

金属くず

t

t

ガラス・陶磁器くず

tt

金属くず

汚泥

汚泥

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

安定型
混合廃棄物

安定型
混合廃棄物

安定型
混合廃棄物

安定型
混合廃棄物

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

t tt

t

金属くず

t

0

0

0

0

t

安定型
混合廃棄物

安定型
混合廃棄物

0 t

紙くず

紙くず

0 t

紙くず

0 t

汚泥

汚泥

汚泥

汚泥

0 t

廃石こうボード

廃石こうボード

0 t0

木くず 廃石こうボード

木くず

木くず

t

管理型
混合廃棄物

0

管理型
混合廃棄物

0 t0 t 0 t

管理型
混合廃棄物

t

t

t

合　計

合　計

合　計

0.0 t

合　計

0.0 tt



様式第二号の八(第八条の四の五関係別紙)

1,088.8 t 399.2 t 6.4 t 0.0 t 18.6 t 1.1 t 1.6 t 895.4 t 0.3 t 118.6 t 16.5 t 77.2 t t t t t 2,623.6 t

871.0 t 320.0 t 5.0 t 15.0 t 15.0 t 1.0 t 1.2 t 720.0 t 0.2 t 95.0 t 13.0 t 62.0 t t t t t 2,118.4 t

0 t

への処理委託量

認定熱回収業者以外の

認定熱回収業者
への処理委託量

【目標】

261.0

0t t

0 t

t
②計画

t

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

認定熱回収業者以外の

産業廃棄物の種類

全処理委託量

再生利用業者

優良認定処理業者

への処理委託量

への処理委託量

熱回収を行う業者 0

t871.0 320.0

t 80.0

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

産業廃棄物の量

0

認定熱回収業者
0

94.3

1,088.8

への処理委託量

優良認定処理業者

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

0

t

t t

399.2

への処理委託量

海洋投入処分を行う

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

0

t2.2

①現状

②計画

産業廃棄物の種類

全処理委託量

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

再生利用業者
への処理委託量

産業廃棄物の種類
がれき類

(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

t0

熱回収を行う業者

0t

がれき類
(ｺﾝｸﾘｰﾄ片）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

（第４・５面）

産業廃棄物の種類

その他がれき類

0 t

その他がれき類

6.4

t

【前年度（令和5年度）実績】

【目標】

【前年度（令和5年度）実績】

への処理委託量

がれき類
(廃ｱｽﾌｧﾙﾄ）

t

0

t

t

t

0t
自ら埋立処分又は

0 t

0 t

t

1.0 t

0 t

その他がれき類

0 t

2.5 t

0 t

その他がれき類

1.5 t

0

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

0

t

0.0 t 18.6

0.0 t 18.6

0 t 0 t

t

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

t

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

0 t

0

ガラス・陶磁器くず 廃プラスチック類

t 0

t

t

t

t

0 t

金属くず

0.3

7.5 t 7.5

0 t

4.5 t 4.5

0 t 0

0.0 tt

0.0 t

t

合　計

0.0 t

合　計

1,165.5 t

619.8 t

0.0 t

0.0 t

合　計

合　計

t

tt

t tt t

t

t

t t

t

t

t

t

0 t 0 t

t

t

安定型
混合廃棄物

0.4 t

0.6 t

1.6

t

t

t

安定型
混合廃棄物

0 t0

0

1.1

1.1

金属くず

t

金属くず

金属くず

0 t

0

0.5 t

t

0 t

t

0 t

t

0

0 t

0 t

t

0.0 t

安定型
混合廃棄物

0 t

安定型
混合廃棄物

0 t

汚泥

216.0 t

汚泥

0 t

t

895.4 t

895.4 t

0 t

0 t

0

汚泥 紙くず

紙くず

0 t

0 t

紙くず

t

720.0 t

0 t

汚泥

0 t

0 t

0.3 t

0.3

0 t

0 t

紙くず

0.1 t

0.1 t

t

t

木くず

0

廃石こうボード

0 t

0 t

118.6

0

木くず

0

木くず

t

0

0

管理型
混合廃棄物

19.0

t

0

t

6.5 t

0 t

0 t

木くず

28.5 t

0 0 t

t t

95.0

0

t

t

t

52.0

廃石こうボード

0

廃石こうボード

t

16.5 t

16.5 tt

t

廃石こうボード

4.0

12.0

0

t

t

t

0

t

t77.2

t

t

管理型
混合廃棄物

管理型
混合廃棄物

0

管理型
混合廃棄物

t

t

16.6

0

t t

t

t

t

t

t t

t

tt

t t

t

t

t

t

t

t

t

2,043.2 t

t

0.0 t

t

2,556.1



④産業廃棄物の一連の処理の工程

　

発生源 廃棄物 処理・処分

工事現場 コンクリート塊 破砕
再生利用
（再生砕石）

廃アスファルト 破砕
再生利用
（再生砕石）

その他がれき類 破砕
再生利用
（再生砕石）

埋立
（安定型）

ガラス・
陶磁器くず

破砕
埋立

（安定型）

埋立
（安定型）

廃プラスチック類 破砕
熱原料

（RDF,RPF）

埋立
（安定型）

金属くず
切断
破砕

鉄鋼原料

安定型
混合廃棄物

破砕
埋立

（安定型）

建設汚泥
脱水
乾燥

再生利用
（土壌改良材）

紙くず 破砕
再生利用
（製紙原料）

埋立
（管理型）

木くず 破砕
埋立

（管理型）

廃石膏ボード
埋立

（管理型）

管理型
混合廃棄物

破砕
埋立

（管理型）

再生利用
（木材チップ）

分別
破砕

再生利用
（ボード資源）



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

 所　 属 ： 松尾建設株式会社 職名 ： 常務取締役

 組織名 ： 安全環境管理室 組織職員 １４名

環境保全  ○建設副産物処理に関する検討

対策委員会 　 建設副産物の「発生の抑制」、「再利用及び減量化の促進」及び「適正処理

 　の徹底」を基本として運営管理を行う上で必要な事項を検討する。

　 　・ 委員長－専務取締役

　 　・ 委　員－関連部署担当者

　 　・ 事務局－安全環境管理室

建設副産物  ○ 建設副産物処理方針の策定

総括管理者  ○ 社内管理組織の整備

  ○ 社内管理規定の策定・改廃 

 ○ 社内管理規定・処理マニュアルの作成

 ○ 法令・行政指導内容等の周知、教育・啓発

 ○ 建設副産物の処理に関する各種事項の決定、承認

建設副産物  ○ 建設副産物処理計画書の作成支援・指導

総括責任者  ○ 建設副産物管理状況の把握と改善策の検討

(地区・支店)  ○ 処理業者、再生利用業者の調査、選定及び管理

 ○ その他関係する事項

建設副産物  ○ 建設副産物処理計画書の作成

処理責任者  ○ 委託契約の締結

（作業所）  ○ 産業廃棄物管理票の交付・管理・記録・処理実績の報告

 ○ 産業廃棄物の処理現状の確認

統括管理者

廃棄物担当

役
　
　
　
割

産 業 廃 棄 物 管 理 組 織

取締役社長

廃棄物担当役員（建設副産物総括管理者）

本社環境保全対策委員会

安全環境管理室

（事務局）

土木部・舗道部 建築部 総務部

安全担当者 土木部・舗道部
建設副産物

総括責任者

（正・副）

建築部
建設副産物

総括責任者

（正・副）

作業所 ・作業所長（建設副産物処理責任者）

・技術管理者

・特別管理産業廃棄物管理責任者

作
業
所

作
業
所

作
業
所

作
業
所

作
業
所

地区（支店）

本 社



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和 6年 6月 27日  

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 東京都新宿区西新宿6丁目12-1 パークウエスト10階 

氏 名 モメンティブ・テクノロジーズ・山形株式会社   

代表取締役 斎藤 和也                          

電話番号 0956-82-3320                     

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  モメンティブ・テクノロジーズ・山形株式会社 長崎工場 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県東彼杵郡川棚町百津郷296 

計 画 期 間  令和 6年 4月 1日 ～ 令和 7年 3月 31日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
①事 業 の 種 類 ２１. 窯業・土石製品製造業 

②事 業 の 規 模 １，８１４百万円（2023年1月～2023年12月までの売上高） 

③従 業 員 数 ４９名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

発 生 源 廃棄物 処 理 ・ 処 分

廃棄物処理の流れ
委託処理部分の範囲

排水処理工程 セメント等原料

各製造工程

路盤材等原料

燃料（熱回収）

建材原料

ｶﾞﾗｽ･陶磁器くず

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

木くず

汚泥

汚泥

再生油廃油

埋立処分（安定型）

熱回収

埋立処分（管理型）

造粒固化

油水分離

破砕・粉砕

焼 却

焼 却

破砕、選別

管理型埋立処分

 

(日本産業規格 Ａ列４番) 



 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

 

 

 

 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】   別紙のとおり 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

排 出 量 1,888.370ｔ  

（これまでに実施した取組） 

 

 

・歩留向上施策の実施 

 

 

②計画 

【目標】             別紙のとおり 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

排 出 量 1,888.370ｔ  

（今後実施する予定の取組） 

 

 

・歩留向上施策の継続実施 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・廃棄物収集場の区画整備、分別に関する啓蒙活動実施。 

 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・分別の継続 

 



 

 

（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】   別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
0ｔ  

（これまでに実施した取組） 

 

・特になし 

 

②計画 

【目標】             別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
0ｔ  

（今後実施する予定の取組） 

 

・特になし 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】   別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
0ｔ  

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
0ｔ  

（これまでに実施した取組） 

 

・特になし 

 

 

②計画 

【目標】             別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
0ｔ  

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
0ｔ  

（今後実施する予定の取組） 

 

・特になし 

 

 



 

 

（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】   別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

0ｔ  

（これまでに実施した取組） 

 

・特になし 

 

②計画 

【目標】             別紙のとおり 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

0ｔ  

（今後実施する予定の取組） 

 

・特になし 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】    別紙のとおり 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

全 処 理 委 託 量 1,888.370ｔ  

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
1,810.190ｔ  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
148.97ｔ  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ  

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

24.740ｔ  

（これまでに実施した取組） 

 

・廃棄物の有価化検討 

 

 

 

 



 

 

（第５面） 

 ②計画 

【目標】          別紙のとおり 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり  

全 処 理 委 託 量 1,888.370ｔ  

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
1,810.190ｔ  

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
148.97ｔ  

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
0ｔ  

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

24.740ｔ  

（今後実施する予定の取組） 

 

・埋立や焼却等の最終処分として排出している物を再資源化として  

処分が可能な処分先の開拓 

 

 

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



産業廃棄物処理実績（令和５年度）
（単位：ｔ）

全処理委託量
優良認定処理
業者への処理
委託量

再生利用業者
への処理委託

量

認定熱回収業
者への処理委

託量

認定熱回収業
者以外の熱回
収を行う業者
への処理委託

量

汚泥 1,795.000 1,795.000 1,794.930 88.230 0.070

ｶﾞﾗｽ陶磁器くず 62.640 62.640 0.040 54.680

木屑 6.060 6.060 6.060 6.060

廃プラ 24.000 24.000 9.160 24.000

廃油

廃アルカリ

廃酸 0.530 0.530 0.530

金属くず

特管廃油

特管廃酸 0.140 0.140 0.140

合計 1,888.370 1,888.370 1,810.190 148.970 24.740

産業廃棄物処理計画（令和６年度）
（単位：ｔ）

全処理委託量
優良認定処理
業者への処理
委託量

再生利用業者
への処理委託

量

認定熱回収業
者への処理委

託量

認定熱回収業
者以外の熱回
収を行う業者
への処理委託

量

汚泥 1,795.000 1,795.000 1,794.930 88.230 0.070

ｶﾞﾗｽ陶磁器くず 62.640 62.640 0.040 54.680

木屑 6.060 6.060 6.060 6.060

廃プラ 24.000 24.000 9.160 24.000

廃油

廃アルカリ

廃酸 0.530 0.530 0.530

金属くず

特管廃油

特管廃酸 0.140 0.140 0.140

合計 1,888.370 1,888.370 1,810.190 148.970 24.740

処理委託処分量

廃棄物名
産業廃棄物
発生量

自ら再生利用
を行った産業
廃棄物量

自ら熱回収を
行った産業廃
棄物量

自ら中間処理
により減量した
産業廃棄物量

自ら埋立て処
分又は海洋投
入処分を行う
産業廃棄物量

自ら埋立て処
分又は海洋投
入処分を行う
産業廃棄物量

処理委託処分量

廃棄物名
産業廃棄物
発生量（計画）

自ら再生利用
を行った産業
廃棄物量

自ら熱回収を
行った産業廃
棄物量

自ら中間処理
により減量した
産業廃棄物量



様式第二号の人 (第人条の四の五関係)

(第 1面 )

提出者

住 所 佐世保市天満町4番 25号

氏 名 l抑山口組 代表取締役 前田秀樹

(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話 番 号  (0956)23-1141

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成 したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

令和6年 6月 10日

長崎県知事 大石 賢吾 殿

事 業 場 の 名 称 株式会社 山口組

長崎県佐世保市天満町 4番 25号事 業 場 の 所 在 地

令不日6年 4月 1日 ～令不日7年 3月 31日計 画 期 間

① 事 業 の 種 類 総合工事業

2,500,000千 円② 事 業 の 規 模

③ 従 業 員 数 1 00人

再生利用
自社中間処理

(切削殻のみ破砕)

発生
Asが ら

Coが ら

再生利用
直接委託中間処理

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

~a613
(日 本工業規格 A列 4番 )



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 ( 2023年度)実績】

産業廃棄物の種類 がれき類

排   出  量 7,060.55t t

①・現状 (こ れまでに実施 した取組 )

建設業の特J陛 として、発注・受注量及び工事内容で変化が大きい。

従つて、発注・受注形態で排出抑制は著しく異なる。

黛設副産物の発生材は中間処理業者に処理委託するか、自社の中間処

理 (切削ガラのみ)することで、再生資源利用に役立てる。

【目標】

産業廃棄物の種類 がれき類

排   出  量 7,000.Ot t

②計画 (今後実施する予定の取組)

建設副産物の減量化、再利用、適正処理の目的を達成するために、発

生量を実測により把握するように努め、排出の抑制は工法の改善等に

努める。

産業廃棄物の分別に関する事項

①'現状

(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

道路工事 (舗装)を主体とする業種の関係上、アスファル ト塊の発生

材が多くを占める。従って分別 した形で中間処理業者へ直接排出する

か、或いは自社中間処理 (切削殻のみ)をする。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

道路工事 (舗装)を主体とする業種のため、中間処理業者の受け入れ

基準に適合するように分別の徹底に努め、再生利用率を高めるように

する。

②計画



(第 3面 )

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 2023年度)実績】

産業廃棄物の種類 がれき類

自ら再生利用を行つた

産業廃棄物 の量
2,590.Ot t

①・現状
(こ れまでに実施 した取組 )

現在、アスファル トの切削ガラのみを受け入れて、破砕 し再生アスフ

ァル トとして利用 している。

【目標】

産業廃棄物の種類 がれき類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
2,500.Ot t

②計画
(今後実施する予定の取組)

今後も、アスファル トの切削ガラを受け入れて、再生合材として再利

用する。

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熟回収を行つた

産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
t t

(こ れまでに実施 した取組 )

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
t t

②計画

(今後実施する予定の取組 )



(第 4面 )

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

t t

①現状

(こ れまでに実施 した取組 )

特になし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の取組)

特になし

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 ( 2023年度)実績】

産業廃棄物の種類 がれき類

企 処 理 委 託 量 4,470.55t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
Ot t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
4,470.55t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
Ot t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

Ot t

(こ れまでに実施 した取組)

委託基準に従って、産業廃棄物を委託できる業者を選定し、書面によ

る契約を実施している。



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 がれき類

全 処 理 委 託 量 4,500.Ot t

t t

4,500.Ot t

t t

t t

(今後実施する予定の醐

可能な限り優良認定処理業者から選定する。

電子マニフェス トの導入を進めるためにも、電子マニフェス ト対応可

能な処理業者を選定する。

委託先処理業者には、定期的に現地確認を実施する。

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

8 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行 うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行 うことによつて減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条の11第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 3第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「男町紙のと

おり」と記入 し、当該欄に記入すべき内容を記入 した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入 しないこと。



 

 

様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和 ６年 ６月 ２６日  

 

長崎県知事 大石 賢吾 殿 

 

提出者                   

住 所 長崎県諫早市久山町１４４２番地１ 

   氏 名 吉川建設株式会社         

                           代表取締役 吉川 優子 

電話番号 ０９５７－４６－７３３７   

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  吉川建設株式会社 

事 業 場 の 所 在 地  長崎県諫早市栗面町541-15番地 

計 画 期 間  令和 ６年 ４月 １日から 令和 ７年 ３月 ３１日 まで 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類 

建設業・総合工事業・瀝青の加工及び販売・不動産事業・一般貨物自動

車運送業・産業廃棄物収集運搬・処理業 

② 事 業 の 規 模 
元請完成工事高 \２,８３４,１１５,０００ 

（令和 ４年 １０月 ～ 令和 ５年 ９月） 

③ 従 業 員 数 １２０名 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 

当社は、アスファルトプラント工場が同じ敷地内にあり、アスファルト

プラント工場では、アスファルト舗装工事に使用するアスファルト合材

を製造している。また、産廃プラント工場では、がれき類を中間処理し

てアスファルト合材用の再生骨材と再生クラッシャーランを製造して

いる。 

(日本産業規格 Ａ列４番) 

 



 

 

 

(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

本社 

廃棄物担当役員 

合材部 産廃プラント工場・合材プラント工場 

運輸部 

土木部 

建築部 

総務部 

営業部 

経理部 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】       

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり 

排 出 量 別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

・特になし。 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり 

排 出 量 別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

・特になし。 

 

 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

①現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

・工程ごとに廃棄物保管場所を確保し、分別を徹底する。 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

 

・上記の内容を継続して行う。 

（第３面） 



 

 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり 

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

・特になし。 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり 

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

・特になし。 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

②計画 

【目標】   

産業廃棄物の種類   

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

（第４面） 



 

 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う 

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 ① 現状 

【前年度（令和５年度）実績】  

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり 

全 処 理 委 託 量 別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

・特になし。 

 

 

 

 

（第５面） 



 

 

 ②計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 別紙のとおり 別紙のとおり 

全 処 理 委 託 量 別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

別紙のとおり ｔ 別紙のとおり ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

・特になし。 

 

 

 

 

 

 

※事務処理欄   



 

 

（第６面） 

備考 

１  前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。 

２ 当該年度の６月30日までに提出すること。 

３ 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入すること。 

 (1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。 

 (2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元請完成

工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。 

 (3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。 

４ 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。 

 ５ 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）であ

る処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。 

 ６ それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。 

７ ※欄は記入しないこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和５年度産業廃棄物排出量実績

アスファルト塊 コンクリート塊 廃プラスチック 金属くず 廃石膏ボード 木くず 紙くず 建設汚泥がれき類 その他がれき類 ガラス・陶磁器くず 繊維くず 混合（安定型のみ） 混合（管理型含む） 石綿含有産業廃棄物 廃油

4874.1 1525.3 63.670 1.230 14.00 220.250 0.00 322.52 1.0 234.35 7.30 0.06 0.00 117.17 3.550 0.00

4550.4 147.5 0.000 0.000 0.00 0.000 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00

0.0 0.0 0.000 0.000 0.00 0.000 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00

0.0 0.0 0.000 0.000 0.00 0.000 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00

0.0 0.0 0.000 0.000 0.00 0.000 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00

323.7 1377.8 63.670 1.230 14.00 220.250 0.00 322.52 1.0 234.35 7.30 0.06 0.00 117.17 3.550 0.00

0.0 32.0 0.000 0.000 0.00 0.000 0.00 5.94 1.0 59.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00

323.7 1377.8 63.670 1.230 14.00 220.250 0.00 322.52 1.0 234.35 7.00 0.06 0.00 0.00 0.000 0.00

0.0 0.0 0.000 0.000 0.00 0.000 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00

0.0 0.0 0.000 0.000 0.00 0.000 0.00 0.00 0.0 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00

別紙-1

⑥全処理委託量

⑦優良認定処理業者への
処理委託量

⑧再生利用業者への処理
委託量

⑨熱回収認定処理業者
への処理委託量

⑩熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

廃棄物の種類

①排出量（ｔ）

②自ら再生利用を行った量

③自ら熱回収を行った量

④自ら中間処理により減量
した量

⑤自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行った量



令和６年度産業廃棄物排出量計画

アスファルト塊 コンクリート塊 廃プラスチック 金属くず 廃石膏ボード 木くず 紙くず 建設汚泥 その他がれき類 ガラス・陶磁器くず 繊維くず 混合（安定型のみ） 混合（管理型含む） 石綿含有産業廃棄物 廃油

5000.0 2000.0 70.00 5.00 15.00 250.000 0.00 350.00 250.00 10.000 1.000 0.00 130.00 5.00 0.000

4500.0 200.0 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000

0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000

0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000

0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000

500.0 1800.0 70.00 5.00 15.00 250.000 0.00 350.00 250.00 10.000 1.000 0.00 130.00 5.00 0.000

0.0 100.0 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00 10.00 100.00 0.000 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000

500.0 1800.0 70.00 5.00 15.00 250.000 0.00 350.00 250.00 5.000 1.000 0.00 0.00 0.00 0.000

0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000

0.0 0.0 0.00 0.00 0.00 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000 0.000 0.00 0.00 0.00 0.000

別紙-2

⑥全処理委託量

⑦優良認定処理業者への
処理委託量

⑧再生利用業者への処理
委託量

⑨熱回収認定処理業者
への処理委託量

⑩熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

廃棄物の種類

①排出量（ｔ）

②自ら再生利用を行う量

③自ら熱回収を行う量

④自ら中間処理により減量
する量

⑤自ら埋立処分又は海洋投入
処分を行う量



様式第二号の八(第八条の四の五関係)

1

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

産業廃葉物処理計画書

氏名

令和 6年 6月 27日

長崎県知事  大石 賢吾 殿

諫早市小豆崎町697番とlh

業
締頚畝

提出者
住所

電話番号  0957-21-3353

株式会社
代表取締役

事業場の名称 株式会社 吉次工業

事業場の所在地 長崎県諫早市小豆崎町607番地

計画期間 令和 6年4月 1日 ～令和 7年3月 31日 までの1年間

当事業場において現に行つている事業に関する事項

①事業の種類 建設業 (総合工事業)

②事業の規模 年間完成工事高 2,394=220,000円 (令和 5年度)

③従業員数 社員数 47名

④産業廃棄物の一連
の処理の工程 コンク1

各工事現場より排出された産業廃棄物は、廃棄物処理業者と
委託処理契約を締結し処理を委託している。
主な処理内容は、次の通りです。   

｀

現場→再生処理施設→再生処理→再生品
現場→再生処理施設 (破砕)→再生品利用

覇塚
=善
屋推垂経E綽窺指講示中

再
告冠理(破砕)

現場→中間処理施設→選別｀有価物
破砕→再生施設→再生品

アスフ7ル
がれ書類
木材等
金属くず

プラスチック現場→中間処理施設→破砕圧縮‐再生品
現場→中間処理施設■破砕→最終処分場

その他混合 現場→中間処理施設→選別→破砕→再生施設→再
廃棄物           選別→破砕→最終処分場

番)…
66,27(日 本産業規格



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 5年度度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

排出量 2,439 t

現状 当社の現場では建設リサイクル法に基づき、コンクリート、アスファルト、コンクリート
2次製品、木材は分別収集し再資源化工場に持ち込み再資源化を図つている。
その他廃石膏ボード及び金属類は分別し再資源化を目的に中間処理して、再資源化
を図つている。廃棄物の総量は令和 5年度度は2,43911ト ンでその内1,855トンを再資源化

施設に持ち込み再資源化して、その他552トンは中間処理施設で破砕、選別し再資源
化と最終処分を行つている。

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

排出量 2,065 t

の み

② 計画 建設会社は毎年の受注物件により、産業廃棄物の排出量が大きく異なつてくるが、
今後の廃棄物の抑制計画として、昨年度の総量を参考値として減量目標を令和 6年

度は排出量を15%削減し、廃棄物の再資源化率を昨年度の76%を更に8%上乗せて
85%の再資源化する日標で進めてまいります。
尚、種類別縮減方法は別紙に記載する。

産業廃棄物の分別に関する事項

て し に

※ 現在建設リサイクル法に基づく四品日(コンクリートロアスファルト・コンクリート
ニ次製品日発生木材 )と金属及び石膏ボードを分別している。

① 現状

の の み

※ 建設工事の受注物件によって、種類は異なるが建設リサイクル四品目及び、
現在分別を実施している金属 B石膏ボードに加えて、紙くず・廃プラスチックの
分別を実施して廃棄物の再資源化を図りたい。

② 計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和 5年度度)実績】

産業廃棄物の種類

ID

産 廃棄物の量

① 現状

「自ら行う再生利用なし」

【目標】

産業廃棄物の種類

② 計画 の

「自ら行う再生利用計画なし」

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和5年度度)実績】

産業廃棄物の種類

産業廃棄物の量
ら中

現状

「自ら行う中間処理なし」

【目標】

産業廃棄物の種類

の量
る

の

の み② 計画

自ら中間処理により

「自ら行う中間処理計画なし」



(第 4面】

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投棄処分に関する事項

【前年度(令和5年度度)実績】

産業廃棄物の種類

海洋投棄処分を行つた

① 現状 の量

「自ら埋立処分・海洋投棄処分なし」

【目標】

産業廃棄物の種類

海洋投棄処分を行う
の量

② 計画

「自ら埋立処分・海洋投棄処分計画なし」

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(令和5年度度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙通り

全処理委託量 2,439.0 t

334.0 t

の 里

1,855.0 t

の
0.0 t

以
57.0 t

の熱回収を行う業者
ヘ

し

① 現状
当社は、建設リサイクル法に基づく四品目については、分別し再資源化施設に持ち
込み再資源化を図つている。その他の品目についても分別し中間処理を行い、再
資源が出来るものは、再資源化し、出来ないものは中間処理後安定化処分場で
処分している。種類別の処分方法は以下の通りです。
Oコンクリート塊……a再資源化施設に持ち込み再資源化している
Oアスフアルト塊中E中 再資源化施設に持ち込み再資源化している
Oガラスくずコ陶器くず……日中間処理で破砕し安定型処分場に処分している
Oその他のがれき類・ロロロロ中間処理で破砕し安定型処分場に処分している
O廃プラスチック類W…・中間処理で破砕し再生資源化と安定型処分場に処分している
O金属類 B H H日 ●H中間処理で破砕し再生資源化ともっぱら物として再利用している
0木くず………再資源化施設と中間処理で破砕し再資源化している(肥料と熱回収)

O紙くず中日日●中間処理で破砕し再資源化している
O石膏ボード……中間処理で紙と石膏と分類して再利用している
O建設汚泥・色0● L中間処理で脱水日回化して再資源化している
O と



(第 5面 )

② 計画

【目標】 令和 6年度の1年間

産業廃棄物の種類 別紙のとおり

全処理委託量 2,065 t

295 t

1,747 t

0 t

200 t

(今後実施する予定の取組み)

建設業の受注量を長期で推定することが、困難なので当社の受注量を今年1年膳
昨年度と同じ受注量と考慮して、令和6年度は解体工事物件が大幅に減少する
見込みなので、昨年度より廃棄物総量を15%減少させ2,065トンと抑制させ、
また、再資源化率を昨年度の76%を更に3%向上させて、令和6年度を計画しまし

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実績 )、 建設業の場合における元請完成

工事高(前年度実績)、 医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ事業規模

が分かるような前年度実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまでの

一連の処理工程(当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4「 自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理

を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行う

ことによって減量した量について、前年度の実績、日標及び取組みを記入すること。

5「産業廃棄物の処理委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を記入

するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第6条

の11第2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者

(廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への

焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への焼却処理委託量

について、前年度実績、日標及び取組みを記入すること。

6それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と

記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類が3以上

あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入

した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「一」を記入すること。

7※欄は記入しないこと。



令和6年度産業廃棄物の今後の処理計画 (諫早口島原地区)

株式会社 吉次工業
(※数字はトン数を示す)

※ 中間処理後の最終処分と記載あるのは、中間処理施設で破砕処理したのち安定型処分場で処理するものです。

※ 当社の令和5年度度は廃廃棄物処理量が2,439トンになりましたが、建設業は受注産業なので受注高が減少すれば産業廃棄物の処理量も

減少すると思いますが、令和6年度度は解体工事物件が大幅に減少する見込みで、令和 6年度の廃棄物総量の15%減を見越して

令和6年度の計画をいたしました。

計
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1,855
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2,065
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0
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0
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45

0

45

0
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6

0

6

0

0

4

0

4

0

0
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220

0

0

270
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70

0

0
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2 1

0

2 1

0

0
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10

8

0
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0
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0
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0
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0
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0
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0
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塊
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0

0

0

418
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0

0

0
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塊

1,288

1,265
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0

0

1,075

1,075

0

0

0

処分方法

廃棄物数量

再生資源施設

中間処理

最終処分場

中間処理後
の最終処分

廃棄物数量

再生資源施設

中間処理

最終処分場

中間処理後
の最終処分

処分

方法

△
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和
五

年

度

実
績

△
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和
アヽ

年
度

計
画



様式第二号の八 (第八条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和 6年 6月  7日

長崎県知事 大石 賢吾  殿

提出者

住 所   長崎県長崎市中町 1番 22号

氏 名   若築建設株式会社長崎営業所

所長 川上 修司

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号  095-827-4158

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 若築建設株式会社長崎営業所

事 業 場 の 所 在 地 長崎県長崎市中町 l番 22号

計 画 期 間 令和 6年 4月 1日 から 令和 7年 3月 31日

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 06 総合工事業

② 事 業 の 規 模 2,000,000千円

③ 従 業 員 数 13名

④産業廃棄物の一連
工事現場で発生した産業廃棄物 (コ ンクリートがら、アスコンがら、混合廃棄物)→
場内選別→積込→運搬→中間処理施設処分
工場現場で発生した産業廃棄物 (木 くず)場内選別→場内積込運搬→現場内中間処理
新設工事により発生する産業廃棄物→分別集積→積込→運搬→中間処理施設処分

の処理の工程

二66110

(日 本工業規格 A



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和 5年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙 (1)の通り

排   出  量 〃 t

① 現状 (こ れまでに実施した取組)

処分対象物の場内選別による処分の徹底

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙 (1)の通 り

排   出  量 〃 t

②計画 (今後実施する予定の取組)

処分対象物の場内選別による処分の徹底

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

集積箱を各産廃種別に分けて集積

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

集積箱を各産廃種別に分けて集積②計画



(第 3面)

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った

産業廃棄物 の量
t t

①現状
(こ れまでに実施し

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物 の量
t t

②計画
(今後実施する予定の

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った

産業廃棄物 の量
t t

①現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物 の量
t t

(こ れまでに実施し

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物 の量
t t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物 の量
t t

②計画

(今後実施する予定の



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 ( 年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産 業廃棄物の量

t t

①現状

(これまでに実施

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産 業廃棄物の量

t t

②計画

(今後実施する予定の

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和 5年度)実績】

産業廃棄物の種類 別紙 (2)の通り

全 処 理 委 託 量 〃 t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
〃 t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
〃 t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
〃 t

認定熟回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

〃 t

(こ れまでに実施した取組)

収集・運搬・処理の契約及びマニフェストの発行・処分量の報告



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 別紙 は)の通り

全 処 理 委 託 量 〃 t

〃 t

〃 t

〃 t

〃 t

(今後実施する予定の取組)

発生した産業廃棄物の適正処理

※事務処理欄



(第 6面 )

備考

1

2

3

前年度の産業廃棄物の発生量が1,000ト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

当該年度の 6月 30日 までに提出すること。

「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入する

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

磁)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請

完成工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応じ

事業規模が分かるような前年度の実績を記入すること。

偲)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するま

での一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自

ら中間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、

自ら中間処理を行うことによって減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入

すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委

託量を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する

法律施行令第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託

量、認定熱回収施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認

定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収

を行っている処理業者への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入する

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙

のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業

廃棄物の種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、

当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき

事項がないときは、「―」を記入すること。

7 ※I「声]は記入しないこと。

こと。

こと。



別紙 (2)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(令和5年度)実績 】

産業廃棄物の種類 建設汚泥
廃プラステック

木〈ず 金属くず
ガラス

陶磁器くず
(石綿含)

コンクリート殻 廃石膏ボード
その他
がれき類

安定型
混合廃棄物

管理型
混合廃棄物

建設業
混合廃棄物
(石綿含)

蛍光灯
類

全処理委託量 (1) 377 3215 222177 11530 1450 213625 510 7400 520 1859 026 0005

①現状
優良認定処理業者への処理委託量 0 2188 16445 6328 450 56392 510 7400 520 1859 0005

再生利用業者への処理委託量 0 1176 221815 6328 100 213625 500 4000 0 1219 000 0004

認定熱回収業者への処理委託量 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

認定熱回収業者以外の熱回収を行う
業者への処理委託量

0 0 0 0 0 0 0 0 0

【日標 】

蛍光灯

0005

0005

0005

0

0

建設業
混合廃棄物
(石綿含)

010

0

000

0

0

管理型混合
廃棄物

700

700

500

0

0

安定型混合
廃棄物

200

200

0

0

0

その他
がれき類

3000

3000

000

0

0

廃石膏ボード

200

200

200

0

0

ガラス
陶磁器くず
(石綿含)

コンクリート殻

30000

20000

30000

0

0

500

500

0

0

0

金属くず

3100

3000

3000

0

0

廃プラスチック
木くず

類

50100

000

50000

0

1600

1500

1500

0

0

建設汚泥

0

0

0

0

0

産業廃棄物の種類

全処理委託量 (1)

①計画



別紙 (1)

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度(令和5年度)実績 】

蛍光灯

0005

【目標 】

蛍光灯

0005

建設業
混合廃棄物
(石綿含)

026

建設業
混合廃葉物
(石綿含)

010

管理型
混合廃棄物

1859

管理型
混合廃棄物

700

安定型
混合廃棄物

520

安定型
混合廃葉物

200

その他
がれき類

7400

その他
がれき類

3000

コンクリート殻 廃石膏ボード

510

廃石膏ボード

200

213625

コンクリート殻

30000

ガラス
陶磁器くず
(石綿含)

1450

ガラス
陶磁器くず
(石綿含)

500

金属くず

11530

金属くず

3100

木くず

222177

木くず

50100

廃プラステック
類

3215

廃プラステック
類

1600

建設汚泥

377

建設汚泥

0

産業廃棄物の種類

排 出 量 (t)

産業廃棄物の種類

排 出 量 (t)

①現状

①計画



様式第二号の人 (第人条の四の工関係 )

(第 1面 )

提出者

住 所 長崎県松浦市志佐町白浜免字瀬崎458番地 1

氏 名 」―POWERデ ェネレいションサーヒ
ヾ
ス株式会社松浦火力運営事業所

所長 新野 佐登志

電言舌番号  0956-72-1201

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成 したので、提出します。

産業廃棄物処理計画書

長崎県知事 大石 賢吾 殿

令不日6年  6月 27日

事 業 場 の 名 称 」POWERシ
°
ェネレーションサードス株式会社松浦火力運営事業所

事 業 場 の 所 在 地 長崎県松浦市志佐町白浜免字瀬崎458番地 1

令和 6年 4月 1日 ～令和 7年 3月 31日計 画 期 間

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

俳煙処理・電気集 じん器

りF水処理装置等

等補修工事時発生

(石炭・油)

イラ燃焼

①事 業 の 種 類

②事 業 の 規 模

156名

>①燃え殻 (石炭灰)

>①ばいじん (石炭灰)

>②汚泥

38 電気業

発電機出力 1, 000MW 2基

③従 業 員 数

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

③廃油、④廃酸、⑤廃狗リリ、⑥廃フ
°
ラスチック、

⑦木くず、③金属くず、⑨ガラス・ヨンクリート
> 陶磁器くず、⑩がれき類

―a6128

(日 本産業規格 A列 4番 )



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類 (別紙 2の通 り) (別紙 2の通 り)

排   出  量 (別紙 2の通 り)t (別紙 2の通 り)t

① 現状
(こ れまでに実施 した取組)

。排水汚泥については、工程内処理によりつF出抑制に努めている。
。その他の廃棄物は、適切に分別回収し、極力資源化を図つている。

【目標】

産業廃棄物の種類 (別紙 2の とお り) (別紙 2の とお り)

排  出  量 (別紙 2の とお り)t (別紙 2の とお り)t

②計画 (今後実施する予定の取組)

。排水汚泥については、工程内処理により排出抑制に努めている。
・その他の廃棄物は、適切に分別回収し、極力資源化を図る。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

サイロ及びコンクリー トによる間仕切 りをした保管施設において、そ
の種類ごとに保管し、分別の徹底を図つている。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

サイロ及びコンクリー トによる間仕切 りをした保管施設において、そ
の種類ごとに保管し、分別の徹底を図つていく。

②計画



(第 3面 )

自ら行 う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら再生不1用 を行った

産業廃棄物の量
t t

① 現状
(こ れまでに実施した取組)

前年度実績なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃 棄物の量
t t

②計画
(今後実施する予定の取組)

計画なし

自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量
t t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
t t

(こ れまでに実施した取組)

前年度実績なし

【目標】

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行 う

産業廃 棄物の量
Ot t

自ら中間処理により減量する

産業廃 棄物の量
t t

(今後実施する予定の取組)

前年度実績なし

②計画



(第 4面 )

自ら行 う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 ばい じん

① 現状

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行った

産業廃棄物の量

6,159t Ot 97,062t

(こ れまでに実施 した取組)

燃え殻、汚泥、ばいじんの再資源化を行い、自社処分場への埋立を極力軽減
させている。

【目標】

産業廃棄物の種類 燃え殻 汚泥 ばい じん

②計画

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

Ot Ot Ot

(今後実施する予定の取組)

引き続き燃え殻、汚泥、ばいじんの再資源化を進め、自社処分場への

埋立を極力軽減させる。            ′

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】

産業廃棄物の種類 (別紙 3の とお り) (別紙 3の とお り)

企 処 理 委 託 量 (別紙 3の とお り)t (別紙 3の とお り)t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
(丹町紙 3の とお り)t (別紙 3の とお り)t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
(別紙 3の とお り)t (別紙 3の とお り)t

① 現状
認定熟回収業者への

処 理 委 託 量
(別紙 3の とお り)t (別紙 3の とお り)t

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

(別紙 8の とお り)t (別紙 3の とお り)t

(こ れまでに実施 した取組 )

特になし



(第 5面 )

②計画

【目標】

産業廃棄物の種類 (別紙 3の とおり) (別紙 3の とお り)

全 処 理 委 託 量 (別紙 3の とお り)t (別紙 3の とお り)t

(別紙 8の とお り)t (別紙 3の とお り)t

(別紙 8の とお り)t (別紙 3の とお り)t

(別紙 3の とおり)t (別紙 3の とお り)t

(別紙 3の とお り)t (別紙 3の とお り)t

(今後実施する予定の取組)

特になし

※事務処理欄



(第 6面)

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,00oト ン以上の事業場ごとに 1枚作成すること。

2 当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3 「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額 (前年度実績)、 建設業の場合における元請完成

工事高 (前年度実績)、 医療機関の場合における病床数 (前年度末時点)等の業種に応 じ事業規

模が分かるような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまで

の一連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4 「自ら行 う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中

間処理を行 うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間

処理を行 うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。

5 「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、企処理委託量

を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行

令第 6条のH第 2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収

施設設置者 (廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の 3の 8第 1項の認定を受けた者)であ

る処理業者への焼去「処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者

への焼却処理委託量について、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6 それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙ゐと

おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の

種類が 3以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入 し、当該欄に記入

すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、

「―」を記入すること。

7 ※欄は記入しないこと。



別紙 1
松浦火力発電所 産業廃棄物処理フローシー ト

処理 フロー :委託処理の範囲

自社最終処分場埋立

再資源化

一般販売サイロ

輸 送

ばい じん

燃え殻

ボイラ

有価物

再資源化

最終処分 (埋立)

中間処理輸送

産業廃棄物保管場所機器補修等

再資源化中間処理輸送産業廃棄物保管場所機器補修等

一般販売

自社最終処分場埋立

再資源化

最終処分 (埋立)

サイロ

中間処理

石膏

輸送

工程内回収汚泥

廃 棄 物 名

燃  え 殻

ば い じ ん

廃    油

廃   酸

廃 アルカ リ

廃フ
°
ラスチック

′
く
、

ス

属

ラ

金

ガ

木

紙

ず

等

ず

ず

がれき類

汚    泥



別紙 2:産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】 (単位 :t)

合計

291 612

【目標】 (単位 :t)

合計

258 129

その他
(紙 くず
など)

1

その他
(紙 くず
など)

1

がれき類

492

がれき類

492

がラス・陶器
くず

130

がラス・陶器
(ず

130

金属くず

31

金属くず

31

廃フ
°
ラスチック

136

廃フ
°
ラスチック

136

木くず

47

木くず

47

廃 油

79

廃 油

79

廃酸

0

廃 酸

0

廃 71レカリ

0

廃刊レカリ

0

汚 泥

3,034

汚 泥

3,034

ばいじん

280,306

ばいじん

221,812

燃え殻

7 357

燃え殻

32,367

産 業 廃 棄 物 の 種 類

初, 出 皇

産 業 廃 棄 物 の 種 類

キ,: 出 里

①現状

②計画



別紙3:産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】 (単位 :t)

合計

188,391

0

187 579

0

0

【目標】 (単位 :t)

合計

258,129

0

141,885

0

0

その他
(紙 くず
など)

1

0

0

0

0

その他
(紙 くず
など)

1

0

0

0

0

がれき類

492

0

80

0

0

がれき類

492

0

80

0

0

がラス・陶器
くず

130

0

0

0

0

がラス・陶器
くず

130

0

0

0

0

金属くず

31

0

0

0

0

金属くず

3 1

0

0

0

0

廃フ
°
ラステック

136

0

10

0

0

廃フ
°
ラスチック

136

0

10

0

0

木くず

47

0

4

0

0

木くず

47

0

4

0

0

廃 油

79

0

79

0

0

廃 油

79

0

79

0

0

廃酸

0

0

0

0

0

廃酸

0

0

0

0

0

廃列レカリ

0

0

0

0

0

廃刊レカリ

0

0

0

0

0

汚 泥

3,034

0

2,965

0

0

汚泥

3 034

0

2,965

0

0

ばいじん

183 244

0

183,244

0

0

ばいじん

223 313

0

138,747

0

0

燃え殻

1,198

0

1,198

0

0

燃え殻

30,866

0

0

0

0

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行 う業者への

処理 委託量

産 業 廃 棄 物 の 種 類

全 処 理 委 託 量

優良認定処理業者への

処理委託量

再生利用業者への

処理委託量

認定熱回収業者への

処理委託量

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処理委託量

①現状

②計画



































様式第二号の八(第八条の四の五関係)

(第 1面 )

産業廃棄物処理計画書

令和6年

`月

′7日

長崎県知事 殿

提出者

住 所 長崎県大村市雄ケ原町1

氏 名 SUMCO 7-

′代表取締役  宮地 政治    
「

電目舌番号 0957-52-0067

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称 SUMCO TECHXIV株 式会ネ上 長 1奇事業所

事 業 場 の 所 在 地 長崎県大村市雄ケ原町1324番地2

計 画 期 間 令和6年4月 1日 ～令和7年3月 31日

当該事業場において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類
24 金属製品製造業

(半導体用シリコンウェーハの製造)

②事 業 の 規 模 資本金 100百万円

② 従 業 員 数 1,316名

④産業廃棄物の一連

の処理の工程
別紙の通り

-615, 28

(日 本工業規格 A列4番 )



(第 2面 )

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度(令和5年度)実績】男町紙の通り

産業廃棄物の種類 全体

排   出  量 4246.4t t

① 現状 (これまでに実施した取組)

口材料の使用量削減による汚泥、廃油発生量の抑制
日含水率向上による汚泥発生量の抑制
日有価物化の推進 (金属混合暦、廃プラ)

【目標】別紙の通り

産業廃棄物の種類 全体

排   出  量 4014.Ot t

②計画
(今後実施する予定の取組)

口現状の取り組み継続推進
ロラップ廃油発生量の抑制
・排水汚泥発生量の抑制

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

・廃プラスチック有価物化

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組 )

・金属混合居の再分別による有価物化
・廃プラスチックの分別による有価物品日の追加、推進
HOA機器の分別による有価物化

②計画



(第 3面 )

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

【前年度(令和5年度)実績】d羽叫紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行つた

産業廃棄物の量
0.Ot t

① 現状

(これまでに実施した取組 )

【目標】 月1紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
0.Ot t

② 計画
(今後実施する予定の取組)

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

【前年度(令和5年度)実績】男昭紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行つた

産業廃棄物の量
0.Ot t

① 現状
自ら中間処理により減量した

産業廃棄物の量
00t t

(これまでに実施した取組 )

【目標】丹1紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
0.Ot t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
00t t

② 計画

(今後実施する予定の取組)



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (令和5年度)実績】別紙の通り

産業廃棄物の種類 別紙の通り

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃棄物の量

0.Ot t

① 現状

(これまでに実施した取組 )

【目標】月1紙の通り

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産 業廃棄物の量

0.Ot t

② 計画

(今後実施する予定の取組 )

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度(令和5年度)実績】dl月1紙の通り

産業廃棄物の種類 全体

全 処 理 委 託 量 4,264.4t t

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量
2,226.3t t

再生利用業者への

処 理 委 託 量
4,183.lt t

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
0.Ot t

① 現状
認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

63.3t t

(これまでに実施した取組)

ロセメント原料として再利用      ・木パレットの再生利用

・再生プラスチツクとして再利用    BOA機器日基盤等有価物化
日再生金属としての再利用、非鉄金属としての再利
ロバッテリーの有価物化
日助燃材としての再利用

・路盤材としての再利用
口鉄鋼の還元剤としての再利用

“廃油の再生リサイクル化



(第5面 )

②計画

【目標】月1紙の通り

産業廃棄物の種類 全体

全 処 理 委 託 量 4,014.Ot t

2,100.Ot t

3,957.Ot t

0.Ot t

55.Ot
t

(今後実施する予定の取組)

日現状の取り組み継続推進
・排水汚泥発生の抑制
日金属混合暦の再分別による有価物化

“廃プラの発生量抑制と廃プラの有価物化推進

※事務処理欄



(第6面 )

備考

1 前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに1枚作成すること。

2当該年度の6月 30日 までに提出すること。

3「当該事業場において現に行つている事業に関する事項」の欄は、以下に従つて記入すること。

(1)①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

(2)②欄には、製造業の場合における製造品出荷額(前年度実績)、 建設業の場合における元請完成工事

高(前年度実績)、 医療機関の場合における病床数(前年度末時点)等の業種に応じ事業規模が分かる

ような前年度の実績を記入すること。

(3)④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了するまでの一

連の処理の工程 (当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。)を記入すること。

4「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中間処理

を行うに際して熱回収を行つた場合における熱回収を行つた産業廃棄物の量と、自ら中間処理を行うこ

とによつて減量した量について、前年度の実績、日標及び取組を記入すること。

5「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量を記入

するほか、その内数として、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第6条の1

1第2号に該当する者)への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置者(廃

棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の3の 3第 1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却

処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行つている処理業者への焼却処理委託量に

ついて、前年度実績、日標及び取組を記入すること。

6それぞれのI関に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のとおり」と記

入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類が3以上ある

ときは、前年度実績及び目標の欄に「男1紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別

紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「一」を記入すること。

7※欄は記入しないこと。



産業廃棄物の発生フロー

発 生工程
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エ
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加

エ
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ピ

タ

キ

シ

ヤ

ル

Ｈ

Ｇ

そ

の
他

工程、設備名項   目

単
結

晶

○ ○ 洗浄

O O
Ca添 加・凝集沈殿

O

○

化研後洗浄

BSD後 洗浄

錯面辞4

脱水l幾

(フ イルタープレス)

HF系 談排水

※Nl棟 、N4棟

の洗浄排水

○

○

ロータリーエッチｏ

二

`佐

手I

BOD系酸lllフk

O
〇

一

外部委託処理

ジ,レト,レ、ライトCr系 酸排水

洗浄〇

一
○

〇 BSD後洗浄

字音面 半 秘

1202系 アルカリ

活性炭分解 中和還元

監視槽BSD後洗浄

前 半 登

〇

一

はがし洗浄

うぃJザ絡斗毒
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〇
一

SS系アルカリ 〇
一〇 皇旨面五氏対

○SS(中 性 )

○

外同研削

スうイス

Ca添 加・凝集沈殿 生物処理

(BOD除去 )

中和還元
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SS CODア ルカリ

※ N2、 N3、 NS棟

の加工排水

〇
一〇
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一

スライス

面取り

ラップ

〇

一
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一
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〇

一
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〇

一
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排水
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〇

一

〇

一
O 〇

一
前処理用濾過機逆先排水

一般排水
〇

一
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一

〇

一

○

・
全工程 一般排水
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〇
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O 〇

一
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°
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一
全工程

O O O 全工程金属居

ガラス届 O O 〇
一

O 〇

一
全工程
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感染性廃棄物(医 療 )

時
'ぼ

｀産 I喜

O 診療室

その他

(OA程器、資F=設 l喬 41カ )

〇
一

O 〇

一
O O O 全工程
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外部委託処理

フッ化カルシウム汚泥

Cr系 酸排水

SS汚 泥

スクラバー汚泥(特

管産廃 )

外部委託処理

外部委託処理



産業廃棄物処理計画実施状況 (令和5年 )
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SUMCO TECHXIV株 式会キi



産業廃棄物処理計画 (令和6年度 )

認定熱回収業者以外
の熱回収を行う業者
への処理委託量
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廃棄物名
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SUMCO TECHXⅣ 株式会社
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